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ボランティア支援センターについて

（センターの目的）

成蹊大学における学生及び教職員によるボランティア等の地域・社会貢献並びに地域交流活

動（以下「ボランティア活動等」という）に対する意識の高揚を図り、学生及び教職員が行うボランテ

ィア活動等について支援する。

（センターの事業）

上記目的を達成するため、次の（1）～（6）をセンターの事業として取り組む。

（１）テーマ事業

   社会からのニーズや学生の興味・関心にあわせて年度ごとに設定し、ボランティア支

援センターとして重点的に取り組んでいくもの

2025 年度テーマ事業  : 「学生×地域社会課題プロジェクト」

（２）学生・教職員のボランティア活動等の推進に関する企画立案、運営及び支援に関すること

    ボランティア活動を体験も含めて後押しし、推進していく取組み

（例）成蹊ボランティアプログラム、はじめてボランティア、地域連携活動など  

（３）学生・教職員のボランティア活動等の意識向上のための啓発活動に関すること

    ボランティア活動の意義や価値、魅力を学内外に広め、意識を持たせる取組み

  （例）ボランティアガイダンス、ボランティアカフェ、秋のボランティアウィークなど

（４）学生・教職員のボランティア活動等に関する教育研究活動に対する企画・支援に関すること

    学生及び教職員の自発的で主体的なボランティア活動を後押しする取組み

  (例 )各種相談事業、社会活動支援奨学金、学生ボランティア団体サポート制度、

学生スタッフ制度など

（５）学生・教職員のボランティア活動等に関する広報及び情報発信に関すること

  上記 1）から 4）の活動に関する各種広報及び情報発信

  (例 )年次報告書を含め各種冊子類の発行、WEB サイトの運営、メールマガジンの   

ポータルサイトでの発信、学生スタッフによる X(旧 Twitter)での発信など

（６）その他センターの目的の達成のための必要な事項
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１）テーマ事業「学生×地域社会課題プロジェクト」－①

プロジェクト概要報告
〈 ポイントと狙い 〉

〇地域の社会課題から学生が自らテーマを選び、学生主体で運営する。
〇地域の社会課題に関するイベント（ワークショップや座談会など形式も選択)を実施し、学
　生・教職員の地域・社会貢献活動等に対する意識の高揚となる機会を提供する。

期　間 2024年12月～2026年3月

参加者 学生9名

協　力 ●武蔵野市総合政策部企画調整課　齋藤淳一 氏、佐々木要一 氏、君塚正隆 氏
●武蔵野市民社会福祉協議会・ボランティアセンター武蔵野　三藤和寛 氏
●株式会社ひとのね　中村勇太 氏
●早稲田大学平山郁夫記念ボランティアセンター　佐々木俊介 氏

　2025年度以降のテーマ事業の在り方につ
いて、2024年度の企画執行委員会で学生か
らの意見を取り込むことと武蔵野市を含め
た地域社会との連携をテーマに取り上げる
ことを主とした意見が挙げられた。これを
受け、学生によるプロジェクトとして実施
することとし、前年度の秋から募集を開始
した。
　まず、気になる事例とそこで感じた課題
を挙げていき、自身で調べ、考える時間を
設けた。その上で話し合い、テーマを「災
害（防災）」「子ども」「障がい者」の3分野
に絞り込んだ。その後、武蔵野市における
各分野の課題を知る機会、市民活動の現場
の状況や具体的な事例を学ぶ機会、活動に
あたって必要な考え方やフィールドワーク
の心得を学ぶ機会と様々な研修を実施した。
インプット期間を経て、学生は万人にとっ
て重要な「防災」をテーマに選んだ。テー
マを決めるところからのスタートは主体性
を促す効果がある反面、自らゴールを設定
することに苦労している様子だった。どう
いった形で地域社会課題に取り組むべきか
議論を重ねた結果、防災啓発イベントを学

内で実施することを決めた。
　多くの防災体験ができる池袋防災館に足
を運び、VR体験等が有効かを検討したり、
非常食の試食会を実施した上で保健所に必
要な確認を行ったり、適宜準備を進めた。
武蔵野消防署への協力依頼をはじめとし、
武蔵野市防災安全部防災課、広報に関して
は武蔵野市市民部市民活動推進課からもア
ドバイスをいただいた。
　「プロジェクトを通じて対話力等の向上を
実感できた」「自己成長を重視する仲間と出
会えたことで、自分の意識が大きく変わっ
た。ボランティア活動をはじめ様々な活動に
積極的に取り組んでいきたい」「自分にはな
い新たな視点に触れることができ、とても
楽しかった。今後は何かしらの形で継続した
防災活動を行う枠組みを作りたい」等の感想
があり、学生にも意識の変化が見られた。
　年次報告書の執筆と 3 月の成果報告会で
の発表でプロジェクトを締め括ったが、次
年度以降は、過年度の成果やノウハウを蓄
積・共有し、後続のプロジェクトが引き継
ぎながら発展させていける体制の構築を検
討したい。
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１）テーマ事業「学生×地域社会課題プロジェクト」－②

「SEIKEI防災フェス  学生と考える“もしも”のチカラ」イベント報告
〈 ポイントと狙い 〉

〇体験型プログラムを通じて、楽しく防災知識と実践力を身につける。
〇防災について考えるきっかけと防災意識向上につながる機会をつくる。

日　時 12月6日（土）10：00～15：00

場　所 大学6号館6階および本館付近 

参加者 70名（本学学生・教職員・一般）

内　容 【体験イベント】　
 ①10：00～15：00　防災訓練VR・防災ゲーム体験
 ②10：00～11：50　煙体験・消火体験・消防車展示
 ③12：00～13：00　非常食試食会　
 ④13：00～14：30　救命救急講習（消防署員による講習）
 ⑤10：00～15：00　クイズラリー

【展示ブース】　
 ①防災に関するパネル、②防災グッズ、③非常食に関するパネル

主　催 成蹊大学ボランティア支援センター

企画・運営 ボラセンプロジェクト チーム2025

協　力 東京消防庁 武蔵野消防署
成蹊大学ボランティア支援センター学生スタッフSeivior

　防災に関する知識と実践的な対応力を楽
しみながら身につけることを目的として、
体験型の防災啓発イベント「SEIKEI 防災
フェス　学生と考える“もしも”のチカラ」
を開催した。災害時の共助の重要性から成
蹊学園全体および武蔵野市内へも広く周知
し、地域にとっての防災啓発の機会となる
ことも目指した。
　当日は、地域住民や市内の関係団体の委
員、市報やチラシを見た市民、教職員が子
どもを連れて来場するなど、多世代の来場
があった。救命講習にも、地域住民、本学
学生から成蹊小学校に通う児童と保護者ま
で、多くの参加があり、熱心に取り組んで
いた。来場者が会場内を巡り、複数の防災
テーマに触れられるよう取り入れたクイズ

ラリーが功を奏し、各ブースを楽しむ様子
が見られた。
　運営する学生達は良い連携を見せ、子ども
に寄り添った声かけや、楽しみながら学べる
工夫を随所で行っ
て、来場者からも

「スタッフの皆さん
がとても親切で感
じがよく、楽しく
参加できた」との高い評価を得た。本学学生
の参加が半数にとどまった点は課題として
残ったものの、「VR体験や防災ゲームなど、
楽しく防災への理解を深められた」、「必要な
情報がまとめられた展示で、分かりやすく
学べた」等の感想が多く、学内外の幅広い層
に防災の重要性を伝える機会となった。
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２）ボランティア活動等の推進－①

成蹊ボランティアプログラム（SVP）  「学習支援ボランティア」
〈 ポイントと狙い 〉

〇学習支援が必要な子どもの背景や状況について学び、社会課題について考える。
〇勉強を教えるだけではなく一人ひとりに寄り添うことが大切であることを体験を通じて学ぶ。

日　時 ①【事前ガイダンス・事前研修会】
　  5月15日（木）12：30～13：00　（ハイブリッド開催）
　  5月16日（金）12：30～13：00　（対面開催）
②【ボランティア体験】
　  5月17日～6月20日の間に1回以上活動
③【振り返り】
　  6月23日（月）15：00～16：00　 2名
　  6月25日（水）15：00～16：00　 2名 
　  6月26日（木）15：00～16：00　 5名
　  6月27日（金）15：00～16：00　 2名
　  ※その他2名は個別対応 

場　所 ①、③　ボランティア支援センター
②　　　一般社団法人彩の国子ども・若者支援ネットワーク　アスポート学習支

援で展開している埼玉県内50教室のうち、学生が選択した任意の教室

講　師 横田藍 氏、折原悠子 氏、渡部泰史 氏（一般社団法人彩の国子ども・若者支援
ネットワーク　アスポート学習支援・本部）　

参加者 学生13名

　参加学生はボランティア体験として、希
望した教室でそれぞれ活動した。子どもと
の関係性をつくり、よりよい活動と学びと
するため、複数回の参加を推奨したところ、
回数を重ねて活動した学生は約半数の 7 名
に上った。
　事前研修では、団体担当者に加え、昨年
度の同プログラムに参加し、現在も継続し
て活動している学生から、自身の学びや成
長についてや教室の様子の説明があった。
　振り返りでは、考えを整理するためにレ
ポートを提出した後、対面での振り返りを
1 時間設定し、協力団体の担当者にも出席
いただいた。丁寧なフィードバックと、活

動体験や感想を学生同士で共有したため、
モチベーションが高まり、今後も別の教室
で活動したいといった継続に前向きな声が
あがった。さらに、教室運営において子ど
もたちがより楽しく、積極的に学習に取り
組むために、名札を利用するというアイ
ディアを提案し、取り入れていただいたこ
とがあった。
　「様々な環境にいる子どもたちの現状を知
ることができた」「自分の価値観を見直す必
要があると思った」といった感想もあり、
視野が広がり、支援が必要な子どもの状況
や自分たちができることを考えるきっかけ
をつくることができた。
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２）ボランティア活動等の推進－②

成蹊ボランティアプログラム（SVP） 「ユニバーサルな社会を考える①」
〈 ポイントと狙い 〉

〇自分ではない誰かの視点に立ち、見て、考え、行動するきっかけにする。
〇障がいの有無にかかわらず、ひとりの人として尊重し合う姿勢を学ぶ。

日　時 ①【事前ガイダンス】
　  5月19日（月）17：00～18：00  
②【ユニバーサルマナー検定３級受講】
　  5月26日（月）17：00～18：30　
③【ボランティア体験】
　  ６月中に６つの実施日を設け、その中から

各自が希望施設で１回体験
④【振り返り】
　  7月3日（木）12：30～13：00　 5名
　  7月4日（金）12：30～13：00　 5名
　  7月7日（月）12：30～13：00　 5名

場　所 ①、②　大学3号館301教室
③　　　本学近隣にある下記の協力団体施設
④　　　ボランティア支援センター

協　力 ボランティア体験受け入れ先
・NPO法人KITARU 就労センターKITARU
　- 精神障がいのある方の就労支援等
・公益財団法人武蔵野市福祉公社 北町高齢者センター
　- 高齢者のデイサービス等
・社会福祉法人武蔵野 デイセンター山びこ
　- 知的障がいのある方の生活介護事業（通所施設）

参加者 学生15名

　本プログラムでは、事前研修として「ユニ
バーサルマナー検定3級」を受講し、多様な
人と接する際のマインドや具体的なアクショ
ンについて学んだ。その後、大学から徒歩
圏内の3つの福祉施設のうち、各自が希望す
る施設にてボランティア体験を行った。
　例えば、就労支援センターKITARU で
のキッチングループの活動では、利用者の
方々と学生が、その日の昼食のメニューを
相談して決め、スーパーに行き予算内で材
料を購入し、協力しながら調理をした。完
成後には一緒に食べて、片付けまで行った。
活動の中で、利用者の方々と学生との間に
自然にコミュニケーションが生まれ、協力

し合う姿が印象的だった。
　他の各施設でも、最初は緊張していた学
生も徐々に利用者の方々と自然なコミュニ
ケーションが取れ、笑顔が多く見られた。
　振り返りでは、「障がいの有無や年齢にか
かわらず、まずは相手をよく知ろうとする
姿勢を大切にしたいと考えるようになった」

「障がいのある方に対して、自分が支える立
場だと考えていたが、実際に話してみると、
お互いに学び、支え合う関係が自然に築ける
ことに気づいた」といった声が寄せられた。
　本プログラムを通して、学生は多様な人々
への理解を深め、向き合う姿勢を身につけ
ることができた。
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２）ボランティア活動等の推進－③

成蹊ボランティアプログラム（SVP） 「海外教育支援ボランティア」
〈 ポイントと狙い 〉

〇�インドやバングラデシュの子どもたちが置かれている状況を理解し、どのような支援が必要か
を学ぶ。
〇現地の子どもたちが学ぶための教材を作成することを通し、支援することの意義を考える。

日　時 【事前研修・ボランティア体験】
 5月24日（土）13：00～15：30  

【振り返り】
 体験当日に振り返りまで行い、後日、各自がレポートを提出する形とした。

場　所 ボランティア支援センター

講　師 辻丹美 氏（認定NPO法人ESAアジア教育支援の会 事務局長)

参加者 学生9名

　認定 NPO 法人 ESA アジア教育支援の会
（以下、ESA）の事務局長である辻丹美 氏
を講師に招き、インドおよびバングラデ
シュの教育支援をテーマとした研修とボラ
ンティア体験、振り返りを実施した。
　前半の研修では、ESAが長年取り組んで
いる教育支援活動についてご講演いただい
た。子どもたちが教育を受ける権利を十分
に得られていない現状やその背景、これま
での支援の取り組みと成果について、動画
や写真を交えて紹介され、学生たちは真剣
に耳を傾けていた。
　後半のボランティア体験では、現地の子
どもたちの教材となる「ORIGAMI BOOK」
を学生一人につき一冊作成した。完成見本

の折り紙を折ることから始まり、切り絵や
シールを使った表紙の装飾、ベンガル語で
の名前記入、英語でのメッセージ記入など、
学生たちは最後まで丁寧に取り組んでいた。
また、現地で日常的に飲まれているチャイ

（スパイス入りミルクティー）を学生たちに
提供したところ、大変好評であった。この
チャイは、ESAが支援活動の一環として販
売しているスパイスキットを使用して作っ
たものである。
　当初から「海外支援」「子ども」「教育」
といった分野に関心を持っていた参加学生
にとって、本プログラムはその知的好奇心
を大いに刺激する学びとなった。
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２）ボランティア活動等の推進－④

成蹊ボランティアプログラム（SVP） 「ユニバーサルな社会を考える②」
〈 ポイントと狙い 〉

〇�障がい当事者や、まわりで支えている家族や支援者と直接関わることを通し、共生社会の実現
に向けて必要なことについて考える。
〇障がい当事者や障がい者を支える方の視点で社会を見ることで、さまざまな気づきを得る。

日　時 ①【事前ガイダンス】
　  10月 8 日（水）12：30～13：00  
②【ユニバーサルマナー検定3級受講】
　  10月15日（水）17：00～18：30
③【ボランティア体験】
　  10月18日（土）11：00～17：00
④【振り返り】
　  10月28日（火）12：30～13：00　 6名
　  10月29日（水）12：30～13：00　 4名
　  11月 6 日（木）12：30～13：00　 4名

場　所 ①、④　ボランティア支援センター
②　　　3号館201教室
③　　　新宿けやき園 １階地域交流スペース

協　力 認定NPO法人こつこつ

参加者 学生14名

事前研修として「ユニバーサルマナー検
定3級」を受講した後、認定NPO法人こつ
こつが主催するイベント「アートでおしゃ
べり」（※ 1）に参加し、会場設営等の運
営サポートを行うとともに、イベントを通
じて重度障がいのある方とのコミュニケー
ション方法を学んだ。学生たちは「指筆談」

（※2）を体験し、障がい当事者と意思疎通
ができた際には、驚きと喜びに満ちた表情
を見せていた。発話が困難な方々も、適切
なサポートがあれば自分のことばで気持ち
を伝えられることを学生たちは身をもって
実感し、貴重な経験となった。
　振り返りでは、「これができない、これが
必要だと決めつけることなく、何ができて
どんなニーズがあるのかを考えたり、聞い
たりすることが重要だと気づいた」「障がい
のある人との交流を重く考え過ぎず、同じ

人間として助け合いたいと感じた」といっ
た声があった。また、障がいの社会モデル

（障がいは社会的障壁や環境の不備によって
生じるという考え方）について学べたこと
を評価する意見も多く寄せられた。
　後日、イベントで交流した方たちが本学
を訪問し、学生食堂での食事やキャンパス
見学の際に、学生数名が、学食利用のサ
ポートをするなど再び交流することができ
た。プログラム修了後も継続的な関わりを
持てることの重要性を改めて感じた。

（※1）アート作品を見て、自分の心や頭で感じた

こと・考えたことを言葉にしあう、対話型の鑑賞

法体験イベント

（※2）介助者が本人の指を手にとって、自分の指

の腹や手のひらに当て、わずかな動から文字や数

字、記号を読み取り意思疎通をする方法
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２）ボランティア活動等の推進－⑤

成蹊ボランティアプログラム（SVP）　「森林ボランティア」
〈 ポイントと狙い 〉

〇日本の森林を取り巻く状況や課題について知る機会とする。
〇「森づくり体験」を通じて、森林を身近に感じ、森林保全の重要性を理解する。

日　時 ①【事前研修】
　  10月30日（木）12：30～13：00  
②【ボランティア体験】
　  11月 8 日（土） 8 ：30～16：30　
③【振り返り】
　  11月13日（木）12：30～13：00　3名
　  11月20日（木）12：30～13：00　3名

場　所 ①、③　ボランティア支援センター
②　　　さがみの森（神奈川県相模原市仙洞寺山国有林）

協　力 NPO法人森づくりフォーラム

参加者 学生6名

　事前研修では、「市民参加の森づくり」を
推進し、「森とともに暮らす社会の実現」を
めざして活動している「NPO法人森づくり
フォーラム」の事務局長である宮本至 氏よ
りオンラインでご講義いただいた。
　宮本氏からは、日本が世界有数の森林大
国であること、森林が荒廃した場合に起こ
りうる問題、団体として描く森づくりのビ
ジョンについて説明があった。また、初心
者である学生が安全に活動するための注意
点も丁寧にご指導いただいた。
　活動当日は早朝に集合し、JR橋本駅から
レンタカーで活動場所まで移動した。午前
中は、現場スタッフの指導のもと、間伐作
業に取り組んだ。木を倒す方向を見極め、
のこぎりで受け口と追い口をつくる工程は、
斜面で足元が不安定なため難易度が高く、
学生たちは苦戦していたが、作業後には達
成感に満ちた表情が見られた。
　昼食後は火起こし体験を行った。石を並

べて炉をつくり、薪や落ち葉を入れてファ
イヤースターターで火を起こそうと試みた
が難しく、最終的にはマッチで着火するこ
とになった。焼き芋やマシュマロ、チョコ
レートなどを焼きながら、午前中の真剣な
表情とは対照的に、笑顔で楽しむ姿が印象
的だった。
　最後に、ベテランスタッフのガイドで森の
散策を行った。動物の足跡や植物に関する
説明、森づくりのビジョンについての紹介が
あり、学生たちは熱心に耳を傾けていた。
　振り返りでは、「間伐や火起こしといった
普段できない体験ができてよかった」とい
う声が多く寄せられたほか、「森林の空気に
触れることでリフレッシュできた」、「整備
された森でも歩くのが想像以上に難しかっ
た」などの意見もあった。実際に森に足を
運んだことで、参加者が多くの学びや気づ
きを得たことが伺える。
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２）ボランティア活動等の推進－⑥

成蹊ボランティアプログラム（SVP） 「防災・減災ボランティア」
〈 ポイントと狙い 〉

〇�災害発生時、自分や家族の身を守るための基本的な知識を身につけ、日頃からの備えの大切さ
を学ぶ。
〇防災・減災に対する意識を高め、地域の人と協力して助け合うことの大切さを学ぶ。

日　時 ①【事前研修】
　  11月16日（日）13：30～15：30
②【ボランティア体験】 
　  12月 6 日（土） 9 ：00～14：30
③【振り返り】
　  12月12日（金）12：30～13：00

場　所 ①、③　ボランティア支援センター
②　　　東京都立小金井公園

講　師 西東京レスキューバード
荘雄一朗 氏、荘祐紀子 氏、立元博史 氏

参加者 学生6名

　西東京市を拠点に活動している団体「西
東京レスキューバード」の協力のもと、防
災に関する基礎知識や、平時および発災時
に市民としてできることについて学んだ。
　事前研修では、団体代表の荘雄一朗 氏を
含む3名の方に講師を務めていただき、「災
害ボランティアセンター」についての説明
や、研修後に参加する「防災フェスタ」で
の活動内容についてお話しいただいた。ま
た、来場者向けのぬりえ（避難時の持ち出
し品について考えるきっかけとなる取り組
み）を学生自身で体験する時間もあった。
　さらに、講師のおひとりであり本学卒業
生でもある荘祐紀子 氏からは、学生時代か
ら現在に至るまでのボランティア経験や、
活動に込めた思いについてお話しいただい
た。参加学生は、年齢の近い先輩の言葉に
熱心に耳を傾けていた。

　ボランティア体験としては、東京都立小
金井公園で開催された「防災フェスタ」に
おいて、西東京レスキューバードが運営す
るブースのスタッフとして活動した。具体
的には、マンホールトイレ体験、ぬりえコー
ナー、防災スタンプラリー受付・景品配布
をローテーションで担当し、次々訪れる来
場者の方々に丁寧に対応した。とくに、親
子連れが多く参加した、ぬりえコーナーで
は、ハサミ使用時の安全への配慮や、満席
時の対応など、状況に応じた判断が求めら
れる場面も多く、学生にとってよい学びと
なった。
　当日は、朝早くから寒い中での屋外活動
となったが、参加学生は来場者との交流を
積極的に楽しみながら、防災についてしっ
かり向き合う1日となった。
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２）ボランティア活動等の推進－⑦

成蹊ボランティアプログラム（SVP）参加者のつどい
〈 ポイントと狙い 〉

〇SVP修了者に対し、ボランティア活動への継続的な参加を後押しする。
〇学生視点での意見を収集し、今後のSVPの企画・運営に反映させる。
〇学生同士の交流と情報共有を促進する。

日　時 3月27日（金）10：00～12：00

場　所 ボランティア支援センター

参加者 ６名（学生2名、教員１名、職員３名）

　SVPでは開始当初より、年度ごとに一定
の基準を満たした学生を表彰する制度を設
けてきた。しかし今年度は、参加時期の違
いによる不公平感といった諸所の理由によ
り表彰は行わず、学生同士の交流・情報交
換、センターから学生への情報提供、学生
からの意見収集を主な目的としたフォロー
アップとして、本企画を実施した。
　本企画について、2025年度SVP修了者54
名を対象に、ポータルサイトおよびメール
にて案内を行い、フォームによる出欠確認
を行った。春休み期間中であったことも影
響し、回答者28名のうち、出席の申し込み
は3名であった。
　当日は、申込者のうち 1 名が体調不良に
より欠席となり、最終的には 2 名の参加と
なったが、少人数であったことにより、学
生一人ひとりが安心して自分の経験や考え
を語ることのできる、落ち着いた雰囲気で
の交流が実現した。
　冒頭では、境 広志ボランティア支援セン
ター所長も参加し、アイスブレイクを兼ね
て「十人十色ゲーム」を行った。本ゲーム
は、人により価値観が多様であることを改
めて実感するとともに、他者の視点を意識
することの意味や意義を考えてみるきっか

けとなった。学生と教職員が、それぞれの
立場を意識することなく、フラットな関係
で楽しく交流できた貴重な時間となった。
　その後、2025年度SVPにおいてご協力い
ただいたNPO法人や施設などで参加できる
ボランティア活動についての情報提供を行
うとともに、来年度SVPの概要を紹介した。
この場では、学生にとって役に立つ資料の内
容や提示方法について意見交換が行われた。
　最後に、SVP全体について自由に意見を
述べてもらう時間を設けた。ここで得られ
た意見は、今後のSVPの企画・運営を検討
するうえで参考にしたいと考えている。
　参加した 2 名は学年や学部が異なるもの
の、教職課程を履修しているという共通点
があり、会の終了後もしばらくの間センター
に残って交流を続ける様子が見られた。
　今回は表彰を実施しなかったこともあり、
結果として参加は少数となったが、参加学
生一人ひとりと丁寧に向き合い、率直な意
見を聞くことができた点は、本企画の成果
であると捉えている。次年度以降も、SVP
修了者に対するフォローアップのあり方に
ついて、より効果的な方法を模索していき
たいと考えている。
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２）ボランティア活動等の推進－⑧

はじめてボランティアプログラム
〈 ポイントと狙い 〉

〇ボランティアに興味があっても一歩が踏み出せない学生に対し、気軽に参加できるボランティ
ア活動の体験の場を提供する。
〇初めて活動する学生が安心して参加できるよう、ボランティアコーディネーターが同行し、と
もに活動する。

事例 　「けやきまつり運営サポートボランティア」

日　時 5月18日（日）9：00～16：30

場　所 けやきコミュニティセンター（以下、けやきコミセン）

参加者 10名（学生9名、職員1名）

内　容 けやきコミセンの運営委員や地域住民、学生ボ
ランティア等が協力してつくり上げる「けやき
まつり」に運営スタッフとして参加した。ドラ
イカレーの販売、バザー会場、ごみ回収所の３
ブースのサポートを担当したほか、会場全体の
準備や片付けまで担った。

　はじめてボランティアに参加することや、
ひとりで参加することに不安を感じている
ボランティア初心者の学生を対象に、本年
度は3つのプログラムを実施した。
　最初は、上記事例で紹介した「けやきま
つり」の運営サポートである。来客数や売
れ行きに応じて臨機応変な対応を求められ
る場面もあったが、学生同士の連携がスムー
ズであったため、トラブルなく活動できた。
けやきコミセンの方々から感謝の言葉を多
くかけられ、学生のモチベーション向上に
つながった。
　7月には「プランター植栽ボランティア」
を実施した。こちらは、本学のサステナビリ
ティ教育研究センターとのコラボレーショ
ン企画であり、職員の参加もあった。普段
あまり接点のない学生と職員が花の植替え
作業をしながら交流できたこと、活動場所
が学内であったため参加しやすかったこと

が参加者に好評であった。そのため、11月
にも同様の形で再度実施したところ、教員
の参加も見られた。9月には、本センターの
学生スタッフSeiviorが主体となって企画し
た「ミッション：クリーンポッシブル」とい
うごみ拾いイベントを開催した。2チームに
分かれ、17時に大学をスタートし、井の頭
恩賜公園までの道のごみ拾いをした。ごみ
の種類ごとに環境負荷に応じて得点をつけ
る仕組みを導入し、ゲーム感覚で楽しめる
ような工夫もあり、参加者は和気あいあい
と取り組んでいた。道中、地域の方から感
謝の言葉をかけていただく場面もあり、学
生たちの励みになったようだ。
　「はじボラ」は、コーディネーターが学生
と一緒に活動をする中で会話をする時間を
多く取れるので、参加した学生ひとりひと
りのニーズを捉え、一歩踏み出した学生を
次の活動につなげられるようにしたい。
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２）ボランティア活動等の推進－⑨

学生による地域連携活動等
〈 ポイントと狙い 〉

〇本学が所在する武蔵野市を中心に、近隣地域と連携し、地域貢献に努める。

事例 　練馬区立関町リサイクルセンター「こどもクラブ」の学生サポーター

日　程 2025年4月から2026年3月までの毎月第3土曜日
※その他のイベントについても協力（3R推進月間センター祭りなど）

参加者 成蹊大学ボランティア支援センター学生スタッフSeivior有志

主　催 練馬区立関町リサイクルセンター

　練馬区立関町リサイクルセンター（以下、
関町リサイクルセンター）が開催する、小
学1～6年生を対象にした地球や環境に関す
るプログラム「こどもクラブ」において、学
生サポーターとして、学生スタッフSeivior
が 1 年を通して活動した。環境問題への関
心が高まる中、子どもたちが身近な自然や
環境について学ぶ機会を支えることは、よ
り良い学びの場づくりにつながる。また、
学生自身が地域活動に参加することで、社
会貢献への意識を高め、コミュニケーショ
ン力や柔軟な対応力を養う機会となる。地
域貢献に加え、これらも目的として、自主
的に活動を行った。
　関町リサイクルセンターからの相談がきっ
かけとなり、学生スタッフに話をしたとこ
ろ、「やってみたい」と手が挙がり、活動す
ることが確定した。毎回のプログラムでは、
主催者スタッフと、運営の中心となる地域
のボランティア数名とともに活動した。毎
月同じ学生が参加するのが理想的だが、都

度「活動報告書」を作成して学生間で共有
することで、誰が参加しても、これまでの
状況がわかるように工夫した。
　さらに、関町リサイクルセンターから協
力依頼があり、「子ども講座・リユースして
作って遊ぼうレーシングカー」（8月24日開
催）、「3R推進月間センター祭り」（11月16
日開催）においてもボランティアとして活
動した。また、次年度に向けてイベントで
のブース出展を実施することもご提案いた
だいた。学生スタッフは、月に 1 回の「こ
どもクラブ」の活動については継続の意向
を示したものの、ブース出展は余力がない
との判断となり、実現しなかった。次年度
以降、学生スタッフとしてブース出展する
ことも視野に入れて活動することも期待さ
れる。
　こうした活動が地域社会とのつながりを
深める契機となり、地域と学生の関係の深
化および活動の発展につながることを目指
したい。
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３）ボランティア活動等の意識向上・啓発活動－①

ボランティアカフェ～国際ボランティア編～
〈 ポイントと狙い 〉

〇ボランティアに参加したい学生と活動先とをつなぐため、直接話ができる機会を創出する。
〇さまざまな活動を紹介し、参加者が関心のある分野に気づくことを促す。

日　程 5月23日（金）12：30～13：30

場　所 ボランティア支援センター

協　力 認定NPO法人CFFジャパン

参加者 学生13名

内　容 前半は登壇者による活動紹介等を行い、
13：00からは希望者による個別相談会
とした。

　昨年度も好評であった「国際ボランティ
ア」をテーマとしたボランティアカフェを
開催した。開催時期は、学期末試験で忙し
くなることも考慮し、夏期休業期間に向け
て計画を立て始める時期に開催した。当日
参加できなかった学生が個別に話を聞きに
来るなど、関心の高さが感じられた。
　認定NPO法人CFFジャパン事務局の方か
ら団体の紹介やフィリピン・マレーシアで実
施されるプログラム概要について説明があっ
た後、実際に海外ボランティアプログラムに
参加した本学学生2名、他大学の学生3名か
ら、活動や体験についての話があった。
　社会課題解決に向けた取り組みとして、
ワークキャンプ（作業を中心とした活動）、
スタディーツアー（貧困地区や社会福祉施設
等の訪問や活動体験を通じて現地事情や住
民との相互理解を図るもの）、スタディー
キャンプ（ワークキャンプとスタディーツ
アーの両要素を含むもの）とプログラムは3
つに大別されるが、それぞれのプログラム
に参加した学生がおり、全員から話を聞く
ことができた。

　参加学生にとっては、同じ学生からの体
験談は、親近感を持つことができ、興味深
い様子だった。アンケートでの満足度も高
く、「実際にボランティアに参加した方から
たくさんのお話を聞けた」「実際の体験談が
とても現実的で理解しやすかった」といっ
た声が多かった。
　昨年のボランティアカフェをきっかけに
実際にプログラム参加し、活動の魅力を自
ら語る側となった本学学生も登壇者として
活躍した。さらに、プログラムに参加した
本学学生から、来春のプログラムと活動の
紹介をしたいとの相談があり、今年度 2 度
目のボランティアカフェも12月に開催した。
　認定NPO法人CFFジャパンの活動は、学
生が中心となって広報活動まで担うことが
特徴的で、そのために活動経験者からの生き
生きとした声が聞けるだけでなく、学生なら
ではの勢いがある。毎回、新しいプログラム
参加者が出てくるのは素晴らしい流れでは
あるが、同じ団体の活動紹介に偏ることが
ないよう配慮しつつ、学生たちの「やってみ
たい」という気持ちを後押ししていきたい。
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３）ボランティア活動等の意識向上・啓発活動－②

秋のボランティアウィーク
〈 ポイントと狙い 〉

〇ボランティアウィークを通して、学生たちに社会課題を考えるきっかけを与える。
〇ボランティア活動や社会貢献活動を知る機会を提供し、ボランティアの普及・啓発を行う。

日　時 10月20日（月）～27日（月）

場　所 ボランティア支援センター（①、②、④、⑤）
11号館ラーニングコモンズトーリウム
1階プレゼンエリア（③）

協　力 ボラセンプロジェクト チーム2025
NoSide（ユニバーサルスポーツボランティア）
成蹊大学ボランティア支援センター学生スタッフ Seivior

参加者 のべ87名（学生82名、教員1名、職員4名）

内　容 ①防災カードゲーム （10/20）
②ユニバーサルスポーツ（ボッチャ体験） （10/22)
③リサイクル活動の推進（コンタクトレンズ空ケース回収ボックスに関する説明） （10/24)
④貧困問題を家計で考える （10/27)
⑤防災×募金「＃マイ防災ボトル、つくってみた」 (10/21、23、27)

　秋のボランティアウィークと題して、気
軽に参加できる体験型イベントを中心に実
施した。どのイベントにおいても、初めて
出会う学生同士が和やかに交流している様
子が見られた。
　今回は、次に実施するイベントの紹介と、
それに向けた流れの検証という側面をもつ
企画も実施し、参加者からの感想や反省を
生かせるように工夫した。一つ目が、防災
啓発イベント「防災フェス～学生と考える

“もしも”のチカラ」のプレイベントとして
「ボラセンプロジェクト チーム2025」が実
施した防災カードゲームで、参加者の「普
段考えないような防災の知識づけになった」

「防災として実用的な内容を学ぶきっかけと
なった」などの感想から、ゲーム自体を楽
しみながら、学びを深められることが実証
できた。二つ目は学生スタッフSeiviorが企
画する「社会課題解決へのアプローチ　こ

ども・家庭の貧困問題と私たちにできるこ
と」の内容を一部紹介する形で行った「貧
困問題を家計で考える」で、時間配分や進
め方を検討する機会にしつつ、イベントの
広報の場とした。
　学生スタッフSeiviorからはさらに、コン
タクトレンズ空ケースをリサイクルするこ
とで手軽にできる社会貢献活動とその意義
を紹介した。同時に、本センターに回収ボッ
クスを常設することを周知し、本センター
でできることやアクセスについても説明し
た。これは1年生が担当したが、本センター
に足を運んでもらうきっかけや仕組みづく
りの大切さを感じてもらう好機だったと捉
えている。
　ボッチャ体験では、参加者だけでなく
NoSideメンバーもユニバーサルスポーツの
意義を再認識しつつ、互いの理解を深め、
共に楽しむことができた。
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４）ボランティア活動等の教育研究活動－①

ボランティア交流パーティー
〈 ポイントと狙い 〉

〇学生ボランティア団体同士が交流する機会を設け、横のつながりを広げることを目的とする。
〇�学生ボランティア団体に所属していても本センターを利用したことのない学生が多いことから、
センタースタッフの顔を知ってもらい、今後気軽にセンターを利用してもらうきっかけとする。

日　時 12月19日（金）17：00～19：00

場　所 大学6号館601会議室

主　催 成蹊大学ボランティア支援センター

協　力 ボランティア支援センター学生スタッフSeivior

参加者 53名（本学学生・教職員）

参加団体 ・学生スタッフSeivior
・学生ボランティア本部Uni. 
・RootSeikei
・お芋掘りサークル
・NoSide（ユニバーサルスポーツ）
・ボラセンプロジェクト2025

　昨年度に初めて開催した「ボランティア
交流パーティー」が学生に好評であったこ
とから、今年度も同様の形式で開催した。
　全体の企画はセンターが行い、当日の司
会・進行やレクリエーション企画の運営は、
学生スタッフSeiviorが担当した。学生なら
ではの視点を生かし、参加者に楽しんでも
らえるよう多くのアイデアを出し合いなが
ら準備を進め、当日は会場を大いに盛り上
げた。
　イベント前半では、各団体の代表から活
動内容や特徴の紹介があった後、団体混合
のチームを編成し、「絵しりとり」や「ビン
ゴ大会」を実施した。初対面同士であって
も、ゲームを通じて自然と打ち解け、どの

チームも協力しながら盛り上がっている様
子が見られた。
　歓談タイムでは、飲食をしながら自由に
交流し、積極的に他団体へ声をかける学生
の姿も多く見られた。とくに、団体運営を
担う幹部学生同士は、互いの課題や取り組
みを共有し合うなど、有意義な情報交換の
時間となっていたことが印象的であった。
　参加した学生からは、「楽しかった」「来
年も参加したい」といった声が多く寄せら
れた。本センターとしては、今後もボラン
ティア団体同士の交流の機会を提供し、ボ
ランティア団体全体の活性化につなげると
ともに、より多くの学生にボランティアの
魅力を発信していきたい。
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４）ボランティア活動等の教育研究活動－②

学生ボランティア団体サポート制度
〈 ポイントと狙い 〉

○学生ボランティア団体が、より活発かつ円滑に活動できるよう、運営等のサポートをする。
○�個々の登録団体が連携することにより、本学のボランティア活動全体が盛んになるよう、ネッ
トワークづくりをする。

事例 　研修「クロスセッション：これまでとこれからをつなぐ場」

日　時 11月30日（日）9：30～12：00

場　所 ボランティア支援センター

講　師 中村勇太 氏（株式会社ひとのね）

参加者 学生21名

対　象 以下5団体の新旧幹部学生
・成蹊大学学生ボランティア本部Uni. 
・RootSeikei
・お芋掘りサークル
・NoSide（ユニバーサルスポーツボランティア）
・学生スタッフSeivior

内　容 各団体が活動の目的を再認識し、次年度も主体的かつ継続的に活動できる基盤
を整えることを目的とした研修を実施した。

　学生ボランティア団体サポート制度には
現在 4 団体が登録しており、センターでは
多様な支援を行っている。相談対応はもと
より、ミーティングやイベント時のスペース
提供、物品貸し出し、各団体の物品の保管ス
ペースの提供等、その内容は多岐にわたる。
　また、センター発行のボランティアハン
ドブックおよびホームページに登録団体の
紹介を掲載し、学内外に向けてPRにも取り
組んでいる。さらに、登録団体所属の学生
を対象に、「ボランティアコーディネーショ
ン力検定」、「ユニバーサルマナー検定」と
いった外部団体が実施する検定受検料補助
や、ニーズに応じた研修の実施等、学びの

機会の提供も行っている。
　今年度は研修として「クロスセッション：
これまでとこれからをつなぐ場」を実施し
た。内容は上記のとおりだが、新旧幹部が
交代する時期に実施することで、活動の知
見を次世代へつなぐ機会となるよう工夫し
た。研修は、終始なごやかな雰囲気の中で
進行した。
　旧幹部にとっては、自分のこれまでの活
動を客観的に振り返る機会となり、新幹部
にとっては「これから自分がするべきこと」
を明確にする場となり、モチベーションの
向上につながった。
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４）ボランティア活動等の教育研究活動－③

ボランティア支援センター学生スタッフSeivior　
ミッション：クリーンポッシブル

〈 ポイントと狙い 〉
〇参加へのハードルが低いボランティア活動を企画し、ボランティアを始めるきっかけをつくる。
〇参加者同士で交流しながら活動することで、ボランティア活動の楽しさを知ってもらう。

日　時 9月24日（水）16：40～18：30
※当日の昼休みに事前説明会を実施した。

場　所 ①成蹊大学ボランティア支援センター
②武蔵野市内（成蹊大学～井の頭恩賜公園）
③井の頭恩腸公園

参加者 14名（学生11名、職員3名）

　ボランティア活動がはじめての学生を対象
にした「はじめてボランティアプログラム」
として、気軽に参加できる短時間のごみ拾
いイベント「ミッション：クリーンポッシ
ブル」を実施した。ボランティアをはじめ
るきっかけづくりや、参加者同士で交流し
ながら活動する中でボランティアの楽しさ
を知ってもらうことを目的として、学生ス
タッフSeiviorが企画、運営した。大学周辺
を知って、地域に関心を持ってもらうこと
も狙いとしていたが、試験期間を考慮した
結果、9月の実施となり、主なターゲットで
あった新入生を巻き込めなかったことは残
念である。
　当日はお昼休みに事前説明会を行い、参
加者同士の顔合わせを兼ねて、活動のルー
ルや安全面の注意事項などを説明した。ご
みの分別方法では、ごみの種類ごとに環境
負荷度に応じて得点をつける仕組みも導入
し、ゲーム感覚で楽しめるように工夫した。
その後、チーム分けを行い、チーム名や役
割を決める時間を設けて、交流を深めた。
　活動は 17 時にスタートし、成蹊大学の

青いビブスを着用して井の頭恩賜公園まで
2チームに分かれてごみ拾いを行った。道中
では地域の方から感謝の言葉をかけられる
場面もあり、参加者にとって励みとなった。
　アンケートでは、「楽しかった」「みんな
で一丸となって活動できてよかった」「今ま
でこうした活動に参加したことがなく、貴
重な経験になった」といった声が寄せられ
た。終始、和気あいあいとした雰囲気で、
一人では参加しづらい活動も、仲間と一緒
なら楽しく取り組めることを実感できたよ
うだった。
　活動後は、集めたごみの集計と勝敗の発
表だけでなく、どんなごみが多かったか、場
所による違いや特徴などを話し合い、チー
ムごとに発表した。「普段意識していなかっ
たごみの量を視覚化できた」「どこにどん
なごみが落ちているのかがよく分かった」

「分別について学べた」といった感想もあ
り、学びのある時間となった。最後に、今
後のボランティア活動への参加につながる
よう、関連情報を紹介してイベントを締め
くくった。
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４）ボランティア活動等の教育研究活動－④

ボランティア支援センター学生スタッフSeivior　
子どもの貧困セミナー

〈 ポイントと狙い 〉
○�貧困問題の現状や困難な暮らしをしている家庭・こどもたちについて理解し、関心を持つきっ
かけをつくる。
○さまざまな活動を紹介することで、自分にもできることがあると気づいてもらう。

日　時 11月29日（土）10：30～13：30

場　所 大学6号館301教室

協　力 小河光治 氏（公益財団法人あすのば 代表理事）
菅原直志 氏（合同会社結い　代表 / 元東京都議会議員）
鈴木邦明 氏（NPO法人PlanetCanal 理事長）

参加者 17名（学生8名、教員1名、職員3名、一般5名）

主　催 成蹊大学ボランティア支援センター
成蹊大学ボランティア支援センター学生スタッフSeivior

　「社会課題へのアプローチ  こども・家庭の
貧困問題と私たちにできること」と題し、小
河氏による基調講演「こどもの貧困の現状と
社会における取組の変遷～困難を抱えた子ど
も・若者の権利を守るために～」、貧困問題を
家計で考えるワーク、登壇者3名によるパネ
ルディスカッションを3部構成で実施した。
　小河氏・菅原氏の両者は交通遺児であり、
当事者としての視点も持ちつつ、こどもの
貧困問題解決に向かって尽力されている。
調査・政策提言をする立場、また、議員と
して経験をお持ちの立場から、課題や必要
な支援についてお話いただいた。鈴木氏は、
1人暮らしに必要な家電や家具を必要でなく
なる人から集め、児童養護施設を巣立つこ
ども達に届ける活動をしている。品物だけ
でなく、たくさんの人が応援しているとい
うメッセージも届けることで、こどもたち
にエールを送っており、心の問題という視
点も共有いただくことができた。
　1か月の家計を状況別に計算し、出費を具
体的に考えるワークを取り入れたことで、「問

題を自分ごととして捉えやすくなり、こう
した気づきは多くの人にも知ってほしいと
思った」といった感想につながった。また、
登壇者の言葉を受け止め、理解を深めるス
テップになった。
　参加者は皆、熱心に傾聴し、最後の質疑応
答の時間でも、本学学生、地域住民から質問
の手が挙がった。「授業や私生活でも触れた
ことのない内容だったが、参加してよかっ
た」と目を輝かせる学生や、欅祭で配布した
告知チラシを目にしたという地域住民の参
加もあった。「こどもの貧困問題について深
く考えるきっかけとなり、問題の背景や支援
の重要性を理解できたことで、自分の意識
も大きく変わった」「社会問題の理解には現
状を知ることが不可欠だと感じた」などの
感想が多く、社会
課題解決に必要な
積み重ねの一つと
して、今後につな
がる機会になるこ
とを期待したい。
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４）ボランティア活動等の教育研究活動－⑤

ボランティア支援センター学生スタッフSeivior　
映画上映会＆ワークショップ

〈 ポイントと狙い 〉
〇東日本大震災から15年経とうとする今、被災地の復興について改めて考える機会とする。
〇気仙沼の現状や被災の状況を知ることで、関係人口を増やすきっかけをつくる。

日　時 2026年1月31日（土）13：00～16：20

場　所 本館大講堂

ゲスト 風間研一 氏（映画「ただいま、つなかん」監督）

主　催 成蹊大学ボランティア支援センター
成蹊大学ボランティア支援センター学生スタッフSeivior

共　催 日本財団ボランティアセンター

参加者 48名
本学関係者14名（学生10名、職員4名）
一般34名（他大学生10名、武蔵野市民10名、その他14名）

　学生スタッフSeivior主催の映画上映会開
催は、日本財団ボランティアセンター主催の
気仙沼宿泊プログラムに参加した学生 1 名
が、翌年に本センターの社会活動支援奨学
金を活用して他のメンバー2名とともに再訪
したことがきっかけである。東日本大震災
からの復興まちづくりをきっかけに生まれ
た、現地のNPO（一般社団法人まるオフィ
ス）からオンラインで話を聞き、自分たち
がすぐに力になれそうだと感じた「小学生
が放課後に体を使って遊べていない」とい
う課題に取り組むため、放課後支援活動に
参加した。また、東日本大震災津波伝承館
や奇跡の一本松などの震災遺構を見学し、
移動手段や人材不足、被災・復興状況の発
信不足といった課題も改めて実感した。
　こうした経験を踏まえ、気仙沼の民宿を
舞台にした映画「ただいま、つなかん」の
上映イベントを開催した。上映後は、全員
からの感想や監督への質問、加えて、現在

の気仙沼の状況や、参加者が東北・気仙沼
とどう関わりたいかという意見もアンケー
トで集め、参加者が自分事として考えられ
るように工夫した。また、気仙沼を身近に
感じ、支援のきっかけとなるよう、地元の
銘菓や監督おすすめのアンカーコーヒーも
提供した。あわせて、東北にゆかりのある
品が吉祥寺の東北物産館で購入できること
も紹介した。
　自身にできる支援としては、「まず知るこ
と」「忘れないこと」「伝えること」「実際に
行くこと」「気仙沼の商品購入」「募金」が
挙がり、提供した銘菓やコーヒーも大変好
評だった。風間監督のお話や、学生・参加
者双方の声を聞けるワークショップの構成
も高く評価され、「素晴らしいイベントだっ
た」という感想が寄せられた。一方、常に
課題となっている成蹊生への広報方法や実
施時期については改めて検討し、今後の企
画に活かしていくことを期待したい。
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４）ボランティア活動等の教育研究活動－⑥

学生の挑戦と共創の場　社会貢献活動×学生プロジェクト活動
成果報告会2025
〈 ポイントと狙い 〉

〇�本学学生の自主的な活動に対する活動資金などの支援を提供している社会活動支援奨学金制度、
蹊プロジェクトを行っている。昨年度に続き、両事業の成果報告会を開催した。
〇�ボランティア支援センターがテーマ事業として取り組む「学生×地域社会課題プロジェクト」
の活動に携わった学生からの報告も併せて行った。

日　時 2026年3月23日（月）14：00～16：00

場　所 大学11号館ラーニングコモンズトーリウム3階イベントエリア

参加者 66名（本学学生・教職員、一般）

主　催 ボランティア支援センター
ラーニングコモンズ運営委員会

内　容 第1部　学生×社会貢献活動
　ボランティア支援センター 
　社会活動支援奨学金による報告、
　学生×地域社会課題プロジェクト活動報告
　（1）体育会水泳部水球班
　（2）文化会美術部
　（3）学生ボランティア本部Uni.復興支援プロジェクト
　（4）はなおもい
　（5）ボラセンプロジェクト　チーム2025
第2部　学生×プロジェクト活動
　ラーニングコモンズ運営委員会　蹊プロジェクト活動報告
　（1）クリスの成蹊パンちゃれんじ
　（2）TED×SEIKEI　U　～地域と成蹊大学の融合
　（3）SEIKEI　PEACH　PROJECT
　（4）ミミズで世界に彩を！サステナ堆肥プロジェクト
　（5）成蹊大学教授図鑑

　ラーニングコモンズ運営委員会（主管部
署：高等教育開発・支援センター）と共催
した成果報告会は今年度で2回目を迎えた。
森 雄一学長による開会挨拶から始まり、2部
構成により、活動の成果や、これからの活動
に向けての課題や展望について報告を行っ
た。本番前の練習及びスライドの内容調整、
当日のリハーサルと練習を重ねるごとに発
表内容が洗練され、堂々とした態度で臨む
ことができた。第2部終了後には、境 広志
ボランティア支援センター所長、遠藤 誠治
ラーニングコモンズ長より総評をいただき、

学生の奮闘を称え、これからの発展を期待
する言葉をいただいた。
　閉会後は懇親会を行い、学生や参加者が
親睦を深めた。ここでは、学生の活動場所

（石川県能登地方、愛知県田原市周辺）にち
なんだお菓子や飲み物が並べられ、和やか
な雰囲気で会を終えることができた。
　第 2 部の蹊プロジェクトは、学外の団体
や会社等と連携した活動を対象としている
が、互いに発表を聞き、大いに刺激を受け
た様子であった。
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５）ボランティア活動等の広報及び情報発信－①

学生へのボランティア情報発信強化に向けたサイネージ設置
ポイントと狙い

〇募集情報や活動紹介をタイムリーに発信し、活動への興味と参加のきっかけを増やす。
〇紙媒体・Webに続く新たな情報発信チャネルとして、認知度向上と参加促進を目指す。

放映期間 平日：9：00～17：00（夏期・冬期・春期休業期間を除く）

内　容 本館 1 階学生ラウンジにサイネージを設置し、
学生が日常的にボランティア情報へアクセスで
きる環境を整備した。サイネージでは募集情報
やイベント案内などを継続的に配信し、学生が
より情報を受け取りやすいよう工夫している。
これにより、学生の興味喚起や参加促進につな
がる新たな情報発信拠点として運用を開始した
ところである。

　本センターでは、学生へのボランティア
活動の普及啓発および参加促進に向け、情
報発信手段の拡充を継続して進めてきた。
これまで掲示板やポータルサイト、SNS等
を活用して情報提供を行ってきたが、「学生
が日常的に立ち寄る場所で、視覚的に分か
りやすい形で情報に触れられる環境を整え
たい」という課題があった。
　こうした背景を踏まえ、2025年度は新た
な取り組みとして、本館 1 階学生ラウンジ
にサイネージを設置した。同ラウンジは学
生が打ち合わせや休憩等に利用するスペー
スであり、日常的に学生の目に触れやすい
こと、また本センターに近接していること
から、情報発信拠点として適していると判
断した。サイネージは原則として大学の休
業期間を除く平日9：00から17：00に稼働
し、ボランティア募集情報やイベント告知、
本センターの紹介等を随時更新して配信し
ている。
　サイネージでは、写真や動画など視覚的

な要素を取り入れ、学生が立ち止まって見
やすいコンテンツを提供している。また、
応募ページへのアクセスを容易にするため、
各情報にQRコードを付し、関心を持った学
生がその場で詳細を確認したり、参加申し
込みフォームへアクセスしたりできるよう
にしている。
　設置後は、配信を見て本センターを訪れ
る学生の姿が見られるようになり、ボラン
ティア活動に触れる機会が着実に拡大して
いる。
　今後は、イベント実施報告や、本センター
に関わる学生のインタビュー、活動紹介の
動画コンテンツの配信に加え、外部団体と
の連携情報の掲載等も検討し、より魅力的
で効果的な情報提供の充実を図る予定であ
る。サイネージが、学生にとってボランティ
ア活動をより身近に感じられるきっかけと
なり、参加促進につながることを期待して
いる。
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1 ボラセンプロジェクト チーム 2025 2�2� 年 12 �から活動開始

r体¢要 YÇd©防チーム TL ¸Xb�

Ù常Ûチーム TL ÃX¿z、内�k�、中È陽¯

?ポートスタEH ª�大�

ÌÊきチーム TL n盛文Ä、X_®{、�«¹³

広報チーム TL 小泉陽花、Ô��

（ボラBンIP@;クト チーム 2�2� とは）

2�2� 年度のテーマ事 「学生�地域·会ËÚIP@;クト」では、¤ÅÓ市の地域·会

ËÚのÊ¦に向けて取り組2学生をcjしました。前年度後期からIP@;クトはスター

トし、学生が地域のËÚを学び、学生ÁÎと地域市¥のT者にとって重要だと考えた「防災」

をテーマに選定しました。学生ÁÎが関^m�に出向くなど主体的に活動し、「S�I
�I 防災

H;ス 学生と考える�もしも�のチカラ」とÚして、学内wの多くの方に防災q発イベン

トを実施しました。

2�2� 年度の活動

（»�）YÇ ¸Xb�

1) 主な活動内容、活動テーマ、重点的に取り組んだことなど

主な活動内容は、本学学生や�Àpに対して防災に関する知識、また考える機会を�]す

るイベントの開aです。事前学¼の中で防災への関�は高いものの、Ág事として考えて備

えることができていないというÑgにËÚ意識を�$、「体験tIP>ラムを通じて楽しく

防災知識をÎにつける機会を�]する」を活動テーマに掲げ、イベントの企画・実行を行い

ました。災�発生時には地域との共Hも不可欠であることから、同じ�$ン!スに通う成蹊

小・中・高校生や7Å者、地域4¥にも参加をUびかけました。本IP@;クトでは学年や

学ÑがÐうメンバーで 1 年を通じて活動をすることから、メンバー間での-�や目�共有

を重視し、機動的に動けるようにチームM2で企画立�やwÑ¿Xを行いました。

2) 活動を通じて得られた成果・学びについて

活動を通じて、防災について日常的に情報をアEIデートさせることの重要性を実感し

ました。/[のIP@;クトに参加するまで、防災というのは有事に備えてÙ常Ûなどの備

·をする©度のものであり、9人として準備ができる範囲はÖられていると思っていまし

た。しかし、活動の一£として地域の©防³や市t�を¿Xし、やり取りを重ねる中で、9

人やeqで行うことができる備えは以前と�べてÑかに多くなっていることに�づきまし

た。例え�、1�� @ショEIで防災>E�が手Éに�えられるようになりましたし、それら

をD用して、w出中の¹災に備えた防災>E�をボト'tの容Zにまとめたものを防災ボ

ト'として�$�くことで¯Mに防災力を高めることができます。

団体概要　代表　　　　　　TL 笹井優希

　　　　　消防チーム　　　笹井優希・小泉陽花・鈴木杏

　　　　　非常食チーム　　TL 荒井聡太、内山千星、中西陽琉

　　　　　　　　　　　　　サポートスタッフ 湯川大晋

　　　　　謎解きチーム　　TL 吉盛文菜、井倉玲奈、廣瀬純白

　　　　　広報チーム　　　TL 小泉陽花、鈴木杏
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また、�¸防災Üをメンバー¥で¿Xし、地Ûの�れや�災の からのÓ難などを体験し

たことで、災�発生時を?体的に想:することができ、防災をÁg事として�えられるよう

になりました。より多くの人にこうした意識のアEIデートをしてもらいたいと考え、体験

tイベントにこだわりました。 

防災>E�の進Jや行�の取り組�の広がりから9人ができる災�に対する備えは多様

Jしています。Á�災�とØりRわせで生きていくことが強いられる~々は、日常的に防災

に対する情報にアンテナを向け、�もしも�に備えて情報を��していく必要があると考え

るようになりました。

� ©防チーム（文責：TL ¸Xb�）

1) 主な活動内容、活動テーマ、重点的に取り組んだことなど

主な活動内容は、イベントの企画IP>ラムである�VÄ¼、©防k示、初期©�¾練の

実施準備Oび当日の運営です。=体の活動テーマをÇまえて、「防災について考えるきっか

けを楽しく参加者に�]する」を©防チームのテーマに設定し、近年~が^において�Eな

·会&スクとなっているÁ�災�に対する適切な対A方法を�a者に知ってもらう機会に

なることを目�しました。大学生に加え、成蹊学_の;«・生uといったµい,Yの�aを

想定していたため、実際に取り組�ながら学ぶことができる体験IP>ラムを重点的に取

り入れました。また、わかりやすく楽し�ながら防災知識を学ぶことができるようなk示を

目�し、イラストや>ラHを活用して準備しました。

2) 活動を通じて得られた成果・学びについて

/[の活動を通じて得られた学びは成蹊大学や¤ÅÓ市が実施している防災に関する取

り組�への知見を�めることができた点です。大学や行�が防災の取り組�を行なってい

ることは認識していましたが、?体的な取り組�については¢Êできていませんでした。し

かし、/[の活動で成蹊大学が学生用のÛW �日g（�Ûg）・ ����� Tg（¹災時のmc

\難者を想定し、̀ °学生�のKgよりgし多い©度）や防f?等を7­している地下_p

やjwのその他の備·W7­a�を見学させていただきました。また、¤ÅÓ市がB"ン・

イ("ンとL力しmo´に ��� を配²しているといったことを知ることができました。

情報発信をしてイベントに集dすることの難しさも実感しました。/[の一連の活動に

おいて¤ÅÓ©防³や¤ÅÓ市t�の方とおÂをした際に、T者共通して、広報活動を通じ

て情報をiけることの大bさを½Oされていました。¨ÏÁÎが事前にイベントを広報す

る際や当日にUびÊ�を行なった際、特定の年齢層にÖらず、参加に前向きな方は多くなく、

大b¶Iしました。参加者をn広く集めるためには、参加への�hが3く、Ý力的なIP>

ラムを多¼的な視点から企画することが大前�としてあり、さらにそのターゲEト層にあ

った様々な手段をD用した広報をする必要があると実感しました。
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� Ù常Ûチーム（文責：TL ÃX¿z）

1) 主な活動内容、活動テーマ、重点的に取り組んだことなど

主な活動内容は、イベント当日のIP>ラムの一つであるÙ常ÛのÁÛ会にて�]する

Ù常Ûの選定やÙ常Ûの�Qといったk示の作成、そして当日のÁÛ会運営です。

ÁÛ会のテーマは「Ù常Ûに対する意識改�」とし、これまでの !ンいったÙ常ÛにY

Çされる「�期7;が可能で[�}uをb)するがy4しさには欠けるもの」という固定的

なイメー@をKNし、「Ù常Û�y4しくÛべられるもの」という�しい認識を広めること

を目�しました。また、y4しいÙ常Ûの;`を知ってもらい、Ù常Ûの備·を%すことで

Ù常時のÛ生活を(実させるとともに、pl的な不<やスト(スをÉaし、�の<定や<�

感につなげることを期Gしました。

活動において重点的に取り組んだのは、�]するÙ常Ûの選定です。イベント開aまでに

� [の選定会を実施し、メンバーとq 2� m�のÙ常ÛをÁÛすることでイベント参加者に

対してどういったÙ常Ûを�]すれ�いいか考えました。その際に、「y4しさ」「7;期間」

「作りやすさ」の � つの7準を設け、�a者にXも適したÙ常Ûを選定するようにしまし

た。また、�]方法についても7'�への¿X等を通じてメンバーで検討を重ね、|生�や

スタEH�を考Jした結果、小中学校のuÛのようなB'H?ー�スFEをP用しました。

2) 活動を通じて得られた成果・学びについて

この活動を通じて得られた学びは、防災、特にÙ常Ûに関する知識の向上です。企画を進

めるまでは「Ù常Û�y4しくない」という固定的なイメー@を�っていましたが、選定会

を重ねる中でÙ常Ûが想:以上に進Jしており、m�も�?であることを実感しました。こ

うした多様なÙ常Ûを備·することは、¹災時のÛのバ&�ーションk7につながり、�の

<定やpl的なRえとなることを改めて学びました。

また、�期にわたる企画を主体的に進めることのやりがいと難しさも経験しました。"事

のg配や会�の日©�T、モチベーションのx�など、g人�のチームであっても意識すべ

き点が多くありました。メンバーが,りOった"事をi実に�行してくれたり、想定wの事

Yを考Jしてくれたりするなど、メンバーのo]的なL力によって企画を進めることがで

きました。


 ÌÊきチーム（文責：TL n盛文Ä）

1) 主な活動内容、活動テーマ、重点的に取り組んだことなど

主な活動内容は、防災H;スにおけるゲームコーナーとクイ�ラ&ーの企画・運営です。

「楽しく学ぶ防災」を活動テーマに、難しくとらえられが$な防災知識を、体験を通じてb

¢なく¢Êしてもらうことを目的として企画しました。ゲームコーナーでは、時間Ö定で開

aする企画の間を取り�つt,を意識して、r日開aながらj時間で体験できる防災ゲー

ムや防災¾練 �� 体験をA入しました。また、クイ�ラ&ーはmコーナーを[ったあとの知

識定iを目的に実施し、防災に関わるWWの選定からイベントの会a ��� の作成まで、={
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に携わりました。さらに、実際にゲームを体験した学生から意見や感想を収集し、広報する

機会として、ボランティアウィークで防災ゲームの体験会を実施しました。内容から説明方

法まで改善を重ね、参加者の視点に立った企画づくりを追求しました。

2) 活動を通じて得られた成果・学びについて

本活動を通じて、多くの意見の中から適切なテーマや活動内容を選択するための判断力

の重要性を学びました。特に企画段階においては、「やりたいこと」と「実現可能性」との

間に生じる差を常に意識し、現実的な視点で検討する必要があることを強く実感しました。

さらに、広報の手段や対象範囲によってイベントの盛り上がりが大きく左右されることや、

入念な事前準備とチーム内での密なコミュニケーションが本番の成功に直結することを学

びました。ゲーム参加者の年齢層は、その好例です。当日は大学生を主とする事前の予想に

反して、小学生以下の親子連れが多く体験に参加してくれました。このことから、市報への

掲載や成蹊小学校、地域施設への掲示効果を実感しました。これらの経験を通して、企画運

営や情報発信そのものに対する楽しさややりがいを実感するとともに、メンバーそれぞれ

が防災知識を高めることができました。 

④ 広報チーム（文責：TL 小泉陽花）

1) 主な活動内容、活動テーマ、重点的に取り組んだことなど

主な活動内容は、Instagram といった SNS 等の運営とポスターやコーナーに使用する印刷

物の作成・配布です。活動当初は、Instagram で企画に関する投稿をする際に、デザインや

完成度にこだわって作成していましたが、様々な点を考え過ぎて何を投稿してよいのかわ

からなくなってしまうことが多くありました。そのため、活動開始時にチームで設定した

「活動に対する認知を向上させる」というテーマを思い出し、あまり投稿の完成度にこだわ

らずに多くの企画に関する記録や告知を SNS 上に上げるようにしました。

2) 活動を通じて得られた成果・学びについて

事前に広報活動の計画を立てていたものの、中盤で計画通りに進まなかったことをきっ

かけにモチベーションが下がり、投稿がほとんどできない期間が生まれてしまいました。し

かし、後期に入りイベント内容が固まったことで、他のチームメンバーと情報を共有しなが

ら計画を改めて練り直すことができました。その結果、イベント告知の投稿頻度を上げるこ

とにつながりました。この経験から、1年間を通して丁寧に計画を立てることの重要性を学

ぶと同時に、すべてを計画通りに進めることは難しいので、状況に応じて柔軟に軌道修正を

することも必要があることを実感しました。  

また、一つ一つの投稿内容にこだわり過ぎず、「多くの人の目に触れる機会を増やす」と

いう視点を意識したことで、イベント直前には計画通りのペースで投稿できるようになり

ました。広報の特性上、アカウント開設初期や、イベントが近づいた時期には、継続して多

くの投稿を行うことが不可欠であることも学びました。
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3 学生ボランティア団体サポート制度登録団体

(1) 成蹊大学学生ボランティア本部 Uni. 2009 年 � 月Æ¶

q体¤Ã [Âß1� � Ú野|、e[Âß1� � �È大Ê、]Äß1� � ¡ju^

所属人数 �33 名（202� 年 3 月�ªt）

«yDーM ��ß大¢きらり �294 名�、�¾DーM ��ß� �» �80 名�、

r×DーM ��ß ¡b� �2
 名�、地域DーM ��ßÓW大¼（2�
 名）、

µ³DーM ��ß�野寺Î人 �
9 名�

運営¸ºß企画�Ôß�­n£、�x�Ôß�²­�Z、¨z�Ôß¿W�b、

¹h�Ôß�野Ð

（�É大学学生LOンティア�Ñ Uni.とは）

幅広い分野のボランティア活動への参加や、ボランティア活動の企画を行っている。次の 5つのチーム

で活動を行っており、チームとは別に 5つのプロジェクト（ゆめはかせ、復興支援、vintage、ゆにぷに、

Exceed walk）が通年で活動している。

�«yDーMßWの頭dsの��±な"3�い、«yacを½�るQー?@NEJの��

��¾DーMß地域の}ど4た'とのX§、}ど4た'とのÖわりを½�るQー?@NEJの��

�r×DーMßQー?@NEJ、zr人¯学生とのX§、ベトHMフェス・UÜフェス0の参加

�地域DーMß武蔵野市のq体とÍ�し、�祭りやイベントスタEフとしての参加、地域活�iの

©のイベント企画

�µ³DーMß武蔵野市mËのµ³�Æ0のÅo、Ø�い体Ûのイベント企画

202
 年�の活動

（¹�）[Â Ú野|

1年間を通して、%1てのDーM・JPAェ?ト�活°に活動を行い2した�活動を通じてzÑの

方�との�たなÖ`を·!とと4に、Ô!�VÇになっているq体の§�2とHDしな�らLOン

ティアを��%る�と�でき2した��の2で、Uni.の活動はT!の人�の|�に"って�り¶っ

ている�とを}!て�nし2した� 

2た、[Â¶;»�にz�たマニフェストの通り、T!の�=ÑNをË�=れられた�と4大き

な��の�とつで%�

4gのÁÚとして、2�、DーMやJPAェ?トの�をÈ�て参加できるLOンティア活動の参

加者をRや%jÃ�あるとnじてい2%�eÑでは、aÑのHÃに"り��%るLOンティア活動

を��し、�の内容にkじてDーMやJPAェ?ト0uり@け、K所属内で参加者をEる�と�P

�となってい2%�一方で、Ñc体にLけて参加をM�xける活動41��に��してい2%�、

参加者�Õ2りに!いというª¡�あり2%��うした�をÈ�た活動に4参加しや%!なる"う、
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«yや5¸3を~�ていきたいと½�てい2%�

�に、l�なÑNR加に"り、Uni.は
LOンティアÑ�であるという大B{となる>通ÀÂ�º

れつつある�4ÁÚで%�2�は、LOンティア参加0の�¢±(ー&,を0�、一人で4T!の

ÑN��Éに参加できる«y�!り�ÏÃ�と½�てい2%��のう�で、LOンティアのP�±

な½�方をÑ内で>�し、活動を通じて­]0の¢½や¼野を��て�しいとÛってい2%�

�らに、�x活動に4}Oの8地�あり2%�ªtは �n����
�	 やßといった S�S を活¤してい

2%�、"りT!の人に Uni.の活動を[けるた!には、o¯数のR加や内容の_U��!られ2%�

活動の`を��てい!た!に4、�xのdiは4gのÁÚで%� 

�年�からは、LOンティア活動の��方�をS�し2%��れ2では、地域やÖ`q体からX

�られた9Ùの2からÎp%る�と�主§でした�、4gは¸@た'から°�±にIり¸3たい活

動をyしてkE%る方c4Iり=れていき2%�
�É大学の Uni.�を"りT!の人にÀªしていた

�き、学内�大のLOンティアq体としてのd3を活かした活動を\Òしていきたいと½�てい2

%�2た、Ñ内でのX§を�らに活°にし、O�・O� とのつな�りをdi%る�とで、Uni.�"り一

]¨り/�ってい!�とを�fしてい2%�

� «yDーM（�Æß�� 大¢きらり）

1� 主な活動内容、活動テーマ、Ï�±にIりÊ$��となど

主な活動内容は、武蔵野市内の���wや«y´i活動で%��DーMは所属人数�T!、かつ

��±な活動��4<�している�と�大きな iで%��の"うなd3を生かし、
T!の人と«

yに¾れて活動を¨り/�"う�というテーマの4とで活動してき2した�

活動Ø��高い@、コア+ン)ーにÅq�Õ2しない"う、"りT!の+ン)ー��Éに参加で

きる«y�!りを©sし2した��のた!、«yac活動にとど2ら�、LOンティアを
人との³

�りを�!るX§の�]�としてv�、活動企画を¶�し2した�

2� 活動を通じてhられた��・学�について

�LOとフェスLO0の参加を通じて、«yoÚに主体±にIり¸ VFのÏÃ�を�nし2し

た��LOではÑ:の¥�-��^で"3�いを行い2した�、¬«したJOスDE?"3�T!、

����やマイ?PJOスDE?oÚを身Ìにnじ2した�2た、×�フェスやÜフェスなどでは、

"3ステー@Nンに¶'、�場者に@AをM�かけ2した�大Ð生£・大Ð�Ç�Í ª[をÄi

%る"うな·大なb��のÐにÝか�れ、«yにXり�った­]の�ªには2�ÁÚ�Tい�とを

¦nし2した�一方で、®た'一人�とり�ZしmÂ%る�けで«yÅ¹をÉ�できる�と4学�

2した�参加した+ン)ーのT!�
«yにY%るmÂ�Sわった�とÇして�り、r²J¶な­]

の�ªにLけ、Iり¸ 1き�と�T!あると�6!きっかけとなり2した�

3� 活動に�けるÁÚ、�年�7Óの\�について

ÁÚとして、所属+ン)ーc体のmÂ�G@に高いとは¿いÖい�と�t�られ2%��DーM
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は 300 名7/�所属している4のの、�×に活動に参加%る+ン)ーはÔられてい2%�大きなイ

ベントでは± 
C�参加%る一方、��±な活動0の参加者は 2Cに4xたない¡wでした�2た、

一�参加した+ン)ーに�²して参加して4らう_U4jÃで%�

�²±に参加している+ン)ーは«y0のmÂ�高2っている/L��られるた!、�の"うな

°�±な+ン)ーをRや%�と�ÏÃで%���で�年�は、�
参加したい�と]って4ら�る°

D±な企画�!り、�«yoÚを¸@!として½�、mÂ}­につな�るJP
OMの��、とい

った�とにDを=れてIり¸  �で%�

年間を通じ行ってきた主な企画・イベントなど�3 つ� ※参加人数は Uni.所属の学生の人数

日程 活動場所 参加人数 内容

�月 1日 �É大学mË 1
0 名 地域�w・ÑN間X§

8月 �日 ¥�-��^ 120 名 �^�w・ÑN間X§

9月 2� 日 ;<�z大] �
 名 �場者0の@AM�かけ、�ミの@A・運g、K�

ミcて�ース6Ìの�ース�ー�ー活動

� �¾DーM（�Æß�� �  �»）

1� 主な活動内容、活動テーマ、Ï�±にIり¸$��と

�DーMでは、
LOンティア活動を通じて地域の}ど4た'と�²±にÖわり、地域活動の活�

iにX�%る�と�をテーマに活動し2した�

>にLOンティアに参加%る�けでな!、主.者の方�とÍ�し、学生�企画・運営の2�をq

うZでイベントにÖわるなど、
LOンティアとして地域とどの"うにÖわる1きか�を½�な�ら

Iり¸32した�

2た、地域の}ど4や(vの方�と`�!X§できる�]を6出%る�とをmÂし、企画�!り

をÍ!2した�

2� 活動を通じてhられた��・学�について

�年�は、}ど4た'一人�とりの年齢や�oにkじたÖわり方をmÂしな�ら活動を行い2し

た�4Y¬の}ど4とd%る場¬4T!、どの"うなKかけやdし方�¦3か、学生CJで�行©

�をÏ�2した��の��、相手の¶場に¶って½�るVFを®う�と�でき2した�

2た、企画のy-やe日の運営を学生主体でÍ!た�とで、活動にY%るÆ#n�高2り、LO

ンティアのv�方�
参加%る4の�から
¸らÖわり、|�る4の�0とSiし2した��うした

�Ûを通じて、地域と�²±にÖわる�とのm�を�n%る�と�でき2した�

3� 活動に�けるÁÚ、�年�7Óの\�について

一方で、活動内容�X§や¥�に,り�'であった�はÁÚとしてt�られ2%�}ど4た'に

�しい�間を{+%る�けでな!、学�や��きにつな�るÃ�をIり=れた企画について、G@
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にp��でき2�$でした�

�年�は、O�行!や\�のX§Iイベントに加�、}ど4た'と一緒に½�たり学$�りでき

る内容を¨りÊ$�企画にIり¸3たいと½�てい2%�2た、�れ2で�²してきた地域でのL

Oンティアについて4、Ö`者とのÍ�を大3にしな�ら、P�±に�²していきたいと½�てい

2%�

年間を通じ行ってきた主な企画・イベントなど（4つ）※参加人数は Uni.所属の学生の人数

日程 活動場所 参加人数 内容


月 24 日 �É大学 �0 名 
ÑN間X§を©±としたQー?@NE

Jを��した�

8月 11 日 =�コミュニティセンター 2
 名 
L祭りに参加し、5)活動�を通じて}

ど4た'とのX§を行った� 

8 月 18 日 =�コミュニティセンター 2
 名 
L$3のRÚサ�ートを��し、}ど4

た'とのX§を行った� 

11 月 1� 日 �É大学 �0 名 
ÑN間X§を2�としたQー?@NE

Jを��した�

� r×DーM��Æ���  ¡b��

1� 主な活動内容、活動テーマ、Ï�±にIり¸$��と

4年のテーマは
3$な�2た参加したいと]�る"うなDーM)り�でした�

1
 �の0£方�Y¤し、1�、1� ��けで活動%る/でl年�の+ン)ーのLOンティアやミーテ

ィン
0の参加~�かなり'い¡wであるとnじ2した��のた!+ン)ー�やりたいと]った�

とを°�±にIり=れ、
2た�の活動4参加したい²�と]わ�る�と�できる"うなDーM)り

を©sし2した��の��、T!の+ン)ー�uEの活動に参加して!れる"うになり、LOンテ

ィアの�し�をªって4らうきっかけに4なり2した�

2� 活動を通じてhられた��・学�について

�zフェスのLOンティア活動を通じて、r�や�iの�なる人�とHD%るÖし�とC�に、

>通の©±�あれ�¸{と一体n�生2れる�とを学�2した�ベトHMフェスやUÜr×フェス

では、�場者Ykや運営»8をqeし、相手の¶場に¶って行動%るVFの大3�を�nし2した�

2た、DーM内で°�±にKをxけAう�とで、4参加の+ン)ー4P�して活動できる«yを)

る�と�でき2した��うした�Ûから、LOンティアは­]に�|%る�けでな!、人とのつな

�りや¸@¸身の�Ôにつな�る Ïな学�の場であるとd!nじ2した�

3� 活動に�けるÁÚ、�年�7Óの\�について

所属人数のZな�とLOンティアのZな��ÁÚで%�4年�はDーMの«F�)りにÏ�を�
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いた�と4あり、e4©qとしていたLOンティアの�規}h2では手�Eらない¡wでした�2

た 1 年生の=Ñ��との1�Aいで 9 月に �していたª地LOンティアをX���るをhない¡

wになってし2ったの4?�で%��年�はªtのDーMの«F�を�rしつつ、�規LOンティ

アの数を�らにRや%�と�できれ�と]い2%�2た�=生}h4°�±に行いたいと½�てい

2%�2月にはX�していたª地LOンティア4�� �なのでj��7��たいで%�

年間を通じ行ってきた主な企画・イベントなど（3つ）※参加人数は Uni.所属の学生の人数

日程 活動場所 参加人数 内容


月 31 日 [�mds 30 名 
ベトHMフェスティ),に�ける�ミの

@A、�ミ�い� 

9 月 21 日 Wの頭^¡ds 2� 名 
UÜr×フェスティ),イベントの手伝

い� 

2月18日�22日 タイ�)ンコ?�  8 名 ª地LOンティア

� 地域DーM（�Æß�� ÓWN¼）

1� 主な活動内容、活動テーマ、Ï�±にIり¸$��となど

4年�の活動テーマは
LOンティア活動や地域の方�とのX§に、�し3な�ら参加%る�と�

でした�

地域の�祭りの�手伝いなどを通じて、}ど4をD 地域(vの方�とT!Öわり2した�2た

�祭りの運営にスタEフとして参加%る�けでな!、¸@た'で出店を企画・��%るなど、主体

±な活動に4Iり¸32した��らに、LOンティア活動�けにとど2ら�、地域の方�とのX§

の�]を°�±にÆけ、+ン)ー��し3な�ら参加できる"う_Uを行い2した�

2� 活動を通じてhられた��・学�について

T!の+ン)ー�参加した�R�¢り祭りでは、e4TzでのÒ. �でした�、M;の¨Aで

l§T内Ò.0とS��れ2した��の"うな¡wで4、出店をqeしていた+ン)ー���kS

に}ど4た'を�内にM�Ê _Uを行い、��として大¨wとなり2した�一人�とり�Æ#n

を4って主体±に[Cをcうした�と�、イベントc体の�7につな�ったと�nできる Ïな�

Ûとなり2した�

3� 活動に�けるÁÚ、�年�7Óの\�について

ÁÚとして、+ン)ーのLOンティアにY%るmÂ�、c体±には2�高いとは¿�ない��t

�られ2%�年�はじ!のミーティン
やLOンティア活動にはT!の参加�あった4のの、�²

±な参加にはつな�らないケース��られ、��に参加+ン)ー�H�iしていき2した�

�年�は、年�はじ!に��%るLOンティアの数をRやし、4�tªからLOンティア0のm

ÂL/をGりたいと½�てい2%�加�て、+ン)ー�参加しや%い地域X§を2�とした活動を
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��±にÒ.したり、参加の(ー&,を0�るた!のアイデアを+ン)ーから�!Eったり%るI

り¸34jÃであるとnじてい2%�

年間を通じ行ってきた主な企画・イベントなど（3つ）※参加人数はUni.所属の学生の人数

日程 活動場所 参加人数 内容

8月 10 日 武蔵野市¶�U2学n ± 120 人
�R地<�¢り祭りに�いて模i店を

出店して地域の方とX§した�

9月13日´14日 吉祥寺¯mË ± 20 人 吉祥寺�祭りの�手伝い�

10 月 2� 日 吉祥寺¯mË ± 20 人
吉祥寺(P	ィンフェスタ 202
 の�手

伝い�

� µ³DーM（�Æß�� �野寺Î人）

1� 主な活動内容、活動テーマ、Ï�±にIり¸$��となど

4年�は
コミュニケー@Nン�をテーマに、高齢者やØQのある方とÖわるLOンティア活動

を行い2した�活動内容はTUにわたり2%�、YÇを通じて相"¢½を�!る�とを大3にして

き2した�

2た、4年�は+ン)ー�大`にR�た�とから、コミュニティ�!りにÏ�±にIり¸32し

た�Ü!]などの��の�]をRやした�か、+ン)ー0のアンケートを��してDーMに�!る

4のをaeし、�れを活動に?k��る�とで参加~の�rに49!2した�

2� 活動を通じてhられた��・学�について

高齢者やØQのある方とÖわる�とを、jÃ7/にÏ!½�ていたと��!�と�でき2した�

DーMに=ったe4は、LOンティアでÖわる人た'を
8けたい�という_いで活動してい2し

た�しかし、リー�ーとしてT!の活動に参加%る2で、
Ç%の��しかった�と¿っていた�

!�と�R�、�!られているのはj�し4
|f�ではな!
コミュニケー@Nン�であると�

nし2した��の��きをDーM+ン)ーに>�%る�とで、LOンティア活動0の�¢±(ー&

,を0�、"り参加しや%い«F��!りにつな�ていきたいと½�てい2%�

3� 活動に�けるÁÚ、�年�7Óの\�について

ÁÚとして、所属人数のR加に&うV属mÂの'0�t�られ2%�4年�は30名の�=生�=

Ñし、DーMの規模�大`にb大し2した��のた!、+ン)ー間のX§を©±とした�]をG@

にÆける�と�Öし!なり、 に³年生にとっては参加の(ー&,�高!なってし2うという¡w

�生じ2した�

�年�は、�=生を:�%る×に、DーMとしての活動内容を�Sに伝�、活動msの高い+ン

)ーをË�=れる�とをÏ¼したいと½�てい2%�2た、DーM内に`をÆけるなど、+ン)ー

�Æ#nを4って活動にIり¸!る5¸3�!り4jÃであるとnじてい2%�
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年間を通じ行ってきた主な企画・イベントなど（3つ）※参加人数はUni.所属の学生の人数

日程 活動場所 参加人数 内容

10 月 18 日 武蔵野エコリゾート 40 名 
武蔵野市の大規模な活動であるあったか祭り

の運営手伝いと出店を行う

2月 11 日
吉祥寺 SOMPO ケアデイ

サービス
 4 名 高齢者と一緒に身体や頭の体操を行う

3月 9日
吉祥寺西コミュニティ

センター
 4 名 

地域で行われているスマホカフェに参加し、

高齢者からスマホの使い方の相談を受ける  

武蔵野エコ re ゾート
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(3) お芋掘りサークル 2023 年 � 月設³

l体�要 代表ß»Ü´~、副代表ß°|\r、f知º¹Û、会計ß�PË、

広報ß�jtÀ、企画ß¤Ê[r、¡©�u、©|�向�

所属人数 	
 h（2025 年 12 月�現在）

（お芋掘りサークルとは）

関�ÎÑでの援農ボランティアを中�に活動しているサークルです。加えて、月 1 kのお

�理会や学内の畑での農作¦の�o、ミミズコンポストをYった堆肥作りなども行い、農と

食に関する理解を深めるとともに「½てる」、「食べる」、「Ð元する」というサステDEルな

活動を目指しています。

2025 年度の活動

（¸�）代表 »Ü´~

1) 主な活動内容、活動テーH、重点­にeり組んだことなど

ボランティア�援@ンAーのµRにより�Ú|農園（cÂ¯¾�}）、�こびと農園（�

ÃÔ}）、
わくわくÒ�農園（zÕP}）でのボランティア活動を開始しました。��は

月 1k,ど、
は�ÏÕ��にVいました。また、ミミズコンポストでごd力いただいてい

る「��会²みみずや」（ÖÔ¯Ú·ª）のもとで 1  2�のボランティアgyも実施しま

した。

昨年より成蹊z学�からおZりしている学園内の畑では、さつまいも作りを行いました。

5月に苗を 250 �植え、�²Oには�職員の方にもご参加いただき「お芋掘り会」を開Eし、

のべ �	 hが参加し、W´量は¸ 200k� にものぼりました。W´したさつまいもは大学芋に

して�²でÍeし、2�間で 

� 食をeり上げました。また、一部は�ÃÔ}内の^_食堂

にm>することができました。

さらに、ラー'ン�コ0ンズ運営i員会主Eの「蹊プロジェクト」にサークル/ン)ーで

�成されたチームで参加し、ミミズコンポストを活用して生ごみを堆肥にすることで、ªc

ÌÄを�えたÎ¦|ªの実現にeり組んでいます。成蹊大学第一食堂をはじめ、�ÃÔ}内

のスAー)$クス コー*ーやゴンチャとのÑ�もÒみ、^_とのdFのtが広がりました。

2) 活動を通じて{られた成果・学びについて

成果としては、以7の 3点が挙げられます。

1点目は、ボランティアXけ入れHが増え、^_との関わりが深まったことです。w初は

Xけ入れHが少ない中でのスAートでしたが、ボランティア�援@ンAーのµRにより 3か

所でのk期­なボランティア活動ができるようになりました。それにより^_の農家さん

や農園の方々との交¥が増え、G実したボランティア活動を行うことができました。

2点目は、学内の畑でのさつまいも�oを成Rさせたことです。年度初めから��­に畑
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作業を始め、5月の「苗植え week」から夏季休業中の畑管理を経て、11 月に「お芋掘り会」

を実施しました。サークルとしては創設以来初めての大規模な活動でしたが、無事に終える

ことができました。

3 点目は、堆肥の生産システムが軌道に乗ったことです。「蹊プロジェクト」では今年度

も審査を通過し、生ごみの分解量の向上を目指しました。生ごみの供給元として、新たに成

蹊大学第一食堂やゴンチャが加わりましたが、既製のコンポストに加え 120L の大容量コン

ポストを作成して導入したことで処理能力が向上しました。また、ミミズが分解を苦手とす

る生ごみに対しては、米ぬかを用いた「ぼかし発酵」に挑戦し、これまで処理できなかった

生ごみの分解方法を開拓しました。

学びとして挙げられるのは、援農ボランティアが私たちの活動の基盤であるという点で

す。農作業のお手伝いを通して農家さんや農園の方々と直接関わる中で、農や食に関する

知識が深まり、その学びを自分たちの活動に生かすことができました。また、現場での経

験を重ねるうちに、農業だけでなくサークル運営そのものにおいても、持続可能な仕組み

づくりが大切だと実感しました。

3) 活動における課題、次年度以降の展望について

現在の課題は 2点あります。

1点目は、参加率の向上です。昨年度の反省を生かし、今年度は楽しめるコンテンツ(新

歓食事会、新歓 BBQ など)を多く用意し、まずは親交を深めることを意識しました。その

結果、部員数自体は増えたものの、農業やボランティア活動に興味をもって参加してくれ

る人は思ったより少なく、参加率の向上にはつながりませんでした。今後は、サークルの

活動内容をより丁寧に伝え、参加につながる仕組みづくりが必要であると感じています。

2点目は、幹部体制の不十分さです。代表・副代表に加えて、今年度より会計、広報、企

画の役職を設けましたが、役割分担が十分に機能せず、とくに企画が思うように動けない状

況が続きました。また、次期幹部の候補も十分にそろっておらず、まずはサークルとしての

基盤をしっかり固めることに注力すべきであったと反省しています。サークルとしての規

模が大きくなっている今こそ、農作業やコンポスト技術などのハード面だけでなく、組織づ

くりや運営体制といったソフト面の整備が求められます。次年度の幹部には、これらの基盤

強化を期待しています。

年間を通じ行ってきた主な企画・イベントなど（3つ）
※参加人数はお芋掘りサークル所属の学生の人数

日程 活動場所 参加人数 内容

通年 学内の畑 47 名 
学園内の畑でのさつまいもの

栽培、収穫、堆肥作り

5月～12 月 
武蔵野市、小金井市、千葉県

船橋市、長野県飯綱町
26 名 

援農ボランティア、ボランティ

ア合宿

11月 23 日～24日 成蹊大学 37 名 欅祭出店
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(4) NoSide（ユニバーサルスポーツボランティア）

201� 年 � 月設立（�成Ðボッチャ部）

団体¦Ê ]Éß月¤Ø»

所属人数 �5 名（2025 年 12 月¢¯x）

（NoSide とは）

OEバーサQ?JーBを通して地域の��との交流をwり、障�の ­に×8ら�Î1

が同じ立場$楽し0る環~"�りをµ的として活動しています。「Î$1楽しむことが$き

る」をCーKに、ボッチャを中心としたOEバーサQ?JーBの普及t²を行っています。

lなる「��するc」$はな�、「同じ参加者として×8る」ことを重Ëし、体験会・地域

イベント参加・学内企画などを通して、�¹な×b�の§ºをµ�しています。

2025 年度の活動  

（¿�）]É 月¤Ø»

1) 主な活動内容、活動CーK、重点的に取り組:�ことなど

2025 年度は、「活動の定¶と外部連携の強化」をCーKに取り組みました。

�年度はメンバーjÚ2組Á|´"�りに©gしましたが、\年度は以下の点を重点Ûµ

としました。

・定期ÀÂ日の設定による活動の定¶

・外部団体との½¾的な×b§º

・学内Í·度のsV

特に、ボッチャの定期活動化をwり、「ま�Æeた�がプレイヤーとして楽しむ」ことを大

fにしました。 また、武蔵野市2地域団体との交流を�Ïし、地域連携zボランC<;,

の参加u数を増2しました。

2) 活動を通じて�られた成£・学+について

\年度の�1大きな成£は、½¾的な活動をpÅにする組Á|´の§ºがÓ:�こと$

す。�年度はl²企画が中心$したが、\年度は定期的に参加するメンバーが�定し、企画

を主体的に考えられる体#が5いました。また、活動を通して学:�ことは、「��するR

される」という§w$はな�、同じA1者として×8る重Ê�$す。)Mに Bにプレーす

ること$Æ<な�ミ�E�ー��ンが生まれ、障�の ­を�Ïしない×b�がº�れる

ことを)0しました。さらに、イベントJ%$は、「企画立:→-(→.日J%→4りIり」

のサイクQをuすgがsVし、組Áとしての)行g1Qまりました。
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3) 活動における課題、次年度以降の展望について

課題として、

・企画・イベントによる参加率のばらつき

・企画を担うメンバーの固定化

が挙げられます。

これらを踏まえ、次年度は以下 3つに重点的に取り組みます。

① 新入生の早期巻き込み

② リーダー層の育成

③ 地域団体との共同企画の増加

特にボッチャを軸としながら、「プレイヤーとして楽しむ→学ぶ→ 普及する」という循環

を確立し、武蔵野市を中心とした外部団体との連携をさらに強化していきたいと考えてい

ます。

年間を通じ行ってきた主な企画・イベントなど（3つ）

※参加人数は NoSide 所属の学生の人数

日程 活動場所 参加人数 内容

5月 30 日 大学体育館 15 名 ボッチャ交流会

6月 22 日 武蔵台学園 10 名 ブラインドサッカー体験

7月 7日 葛飾ロープクライミング施設  2 名 障がい者クライミング
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2

াڰ াڱ াڲ াڳ াڴ াڵ াڬڭ াڭڭ াڮڭ াڭ াڮ াگ ়ੑ

ਟਚ঻ਯ 293 293 262 198 34 117 314 307 300 100 27 80 2,325

৫஼঩ਯ 21 20 21 22 10 20 22 18 20 17 18 21 230

1঩岬峉峴
਴಑ਟ஼঻ਯ 14.0 14.7 12.5 9.0 3.4 5.9 14.3 17.1 15.0 5.9 1.5 3.8 10.1
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2

াڰ াڱ াڲ াڳ াڴ াڵ াڬڭ াڭڭ াڮڭ াڭ াڮ াگ ়ੑ

ਟਚ঻ਯ 293 293 262 198 34 117 314 307 300 100 27 80 2,325

৫஼঩ਯ 21 20 21 22 10 20 22 18 20 17 18 21 230

1঩岬峉峴
਴಑ਟ஼঻ਯ 14.0 14.7 12.5 9.0 3.4 5.9 14.3 17.1 15.0 5.9 1.5 3.8 10.1

ফেڭ 2ফে 3ফে ফেڰ প৾੹ে ઇ૙৩ ঳ಹ ী৙�়ੑ

৕峓峬 5 5 2 1 0 0 4 17

ৈೡ঻ 0 2 0 0 0 1 4 7

௽岶岮঻ 2 2 0 1 0 0 4 9

৉ୠ嵣峨峋峏岹峴 7 3 0 1 0 0 11 22

୭୆ 4 5 3 0 2 0 5 19

ব੠ 3 9 1 3 0 4 2 22

ધ৲嵣崊嵤崰嵣崡嵅嵤崬 1 1 3 0 0 3 3 11

಼૩嵣ଆ಼ 1 0 1 1 0 1 0 4

峇峘౎ 4 10 4 2 0 1 9 30

ਚര�়ੑ 27 37 14 9 2 10 42 141
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3

2022 2 18

4

2025 92 9

G001 ; 

G002 ; 

G003 NPO ; ; ; 

G004 NPO A SEED JAPAN ; ; ; ; 

G005 NPO /LIFE 
; ; ;

; ; 

G006 NPO
;

; ; ; 

G007 NPO ; 

G008 NPO JUON NETWORK ; 

G009 ; 

G010 
NPO AAR Japan

  

; ;

; ; ; ;

; ; ;

; 

G011 NPO

; ;

; ;

; 

G012 NPO ; ; ;

G013 YWCA 

; ;

; ; ; ;

; ; 

G014 NPO ; ; ; 

G015 NPO Pigeon 

; ;

; ;

; 

― 52 ―

第ᶘ章　׆ಈ࣮੷



3

2022 2 18

4

2025 92 9

G001 ; 

G002 ; 

G003 NPO ; ; ; 

G004 NPO A SEED JAPAN ; ; ; ; 

G005 NPO /LIFE 
; ; ;

; ; 

G006 NPO
;

; ; ; 

G007 NPO ; 

G008 NPO JUON NETWORK ; 

G009 ; 

G010 
NPO AAR Japan

  

; ;

; ; ; ;

; ; ;

; 

G011 NPO

; ;

; ;

; 

G012 NPO ; ; ;

G013 YWCA 

; ;

; ; ; ;

; ; 

G014 NPO ; ; ; 

G015 NPO Pigeon 

; ;

; ;

; 

G016
NPO NICE

)

; ;

; ; ;

; ; ; ; ;

; ;

; ; ;

; ;

; ; ; 

G017 NPO NPO ; 

G018 NPO Learning for All 
; ; ;

; 

G020

; ;

; ;

; ; ;

; ; ;

; ; ;

;

G021 NPO ; ; 

G022
NPO WAKUWAKU

; ; ;

; ; ;

;

G023 
NPO

(BAJ)  

; ; ; ;

; ; 

G024 21

;

; ; ; ; ;

; 

G025 NPO
; ;

; ; 

G026 
NPO

; ;

; ; ;

;

G027 NPO ; ; 

G028 NPO

; ;

; ;

; 

G029 NPO KITARU 
;

; 

G030 NPO ; 

G031 NPO good!
; ;

; 
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G032 ; 

G033 
; ;

; ; 

G034 

; ;

; ; ;

; 

G035 

; ; ;

; ; ; ;

; ;

; 

G036 

; ;

; ; ;

; ; ;

; 

G037 Criacao ; ; ; ; 

G038 
;

; 

G039 NPO ; ; 

G040 NPO ; 

G041 

; ;

; ;

; ;

;

G043 NPO ; 

G044 

;

; ; ; ;

; ;

; ; 

G045 NPO

; ;

; ; ;

; ;

; ; 

G046 NPO
; ;

; 

G047 
; ;

; ; 

G048 

; ;

; ; ;

; ;

; ;
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G032 ; 

G033 
; ;

; ; 

G034 

; ;

; ; ;

; 

G035 

; ; ;

; ; ; ;

; ;

; 

G036 

; ;

; ; ;

; ; ;

; 

G037 Criacao ; ; ; ; 

G038 
;

; 

G039 NPO ; ; 

G040 NPO ; 

G041 

; ;

; ;

; ;

;

G043 NPO ; 

G044 

;

; ; ; ;

; ;

; ; 

G045 NPO

; ;

; ; ;

; ;

; ; 

G046 NPO
; ;

; 

G047 
; ;

; ; 

G048 

; ;

; ; ;

; ;

; ;

G049

; ;

; ; ;

; ; ; ; ;

; ;

; ; ;

; ;

; ; 

G050 
;

; ; 

G051 TEPRO

;

; ; ;

; 

G052 
BOCCIA BASE TOKYO(

)

; ;

; ; ;

; 

G053 

; ; ; ;

;

; 

G054 
; ; ;

; ; 

G055 

; ; ;

; ;

; 

G056 

; ;

; ; ;

; 

G057 
;

; ; 

G058 認定NPO 法人生態工房
子ども・青少年;高齢者;教育;社会教
育・生涯学習;自然・環境;文化・芸術; 

G059 

; ;

; ;

; 

G060 NPO BORDER FREE ; ; ; 

G061 NPO ; ;

G062 

;

; ; ;

; ; 

G063 

; ;

; ; ;

; ; 
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G064
; ; 

G065 NPO CFF

; ; ;

; ; ;

; ; 

G066 ; 

G067 
; ;

; ; 

G068 NPO

; ;

; ; ;

; ; 

G069 NPO ; ; 

G070 NPO Pista ; ;

G071 ; 

G072 NPO

; ;

; ; ;

; ; 

G073 NPO ; ; ; 

G074 NPO
;

; ; ; 

G075 
; ; ;

; 

G076 
; ;

;

G077 NPO

; :

; ; ;

; ; ;

; ; ;

; ; 

G078 SEM  ( niko
; ; ;

; 

G079 NPO

; ; ;

; ;

;

G080 NPO ESA
; ; ; ;

; ; 
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G064
; ; 

G065 NPO CFF

; ; ;

; ; ;

; ; 

G066 ; 

G067 
; ;

; ; 

G068 NPO

; ;

; ; ;

; ; 

G069 NPO ; ; 

G070 NPO Pista ; ;

G071 ; 

G072 NPO

; ;

; ; ;

; ; 

G073 NPO ; ; ; 

G074 NPO
;

; ; ; 

G075 
; ; ;

; 

G076 
; ;

;

G077 NPO

; :

; ; ;

; ; ;

; ; ;

; ; 

G078 SEM  ( niko
; ; ;

; 

G079 NPO

; ; ;

; ;

;

G080 NPO ESA
; ; ; ;

; ; 

G081
;

; 

G082 NPO ; 

G083 NPO iPledge ; ; 

G084 ; 

G085 

; ;

; ;

; 

G086 
;

;

G087 ;

G088 

; ;

;

; ;

G089 ;

G090 

; ; ;

G091 

G092 
  

; ; ;

;

G093 
; ;

;

G094 NPO

; ;

; ; ;

;
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5

1 

  2025 6 10

282,480

2 

  2025 7 2026 2

400,000

3 

  2025 4 10

16,583

4 

  2026 3 9 ( ) 11 ( ) 

295,900
Uni.

994,963

6

NPO 10 20 ( ) 10 31 ( 35,293

7
 2025

2025 4

8

2025 24

2025 8 15

https://www.maff.go.jp/kanto/kikaku/uc/daigakusei_katsudo.html 2026 3 31
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55  社社会会活活動動支支援援奨奨学学金金実実績績  
種類

※ 

活動名称 

団体名 
活動内容 

支給額 

（円） 

1 Ａ 

水球派遣授業 日  程：2025年 6月～10月 

活 動 地：武蔵野市内小・中学校、 

西東京市内小学校 

活動分野：子ども、文化・アート・スポーツ 

282,480 

体育会水泳部 

2 Ａ 

菊の普及プロジェクト 
日  程：2025年 7月～2026年 2月 

活 動 地：愛知県田原市、豊橋市 

東京都品川区 

活動分野：園芸・花き産業振興、 

文化・アート・スポーツ 

400,000 

はなおもい 

3 Ａ 
アート作品を通した地域貢献活動 日  程：2025年 4月～10月 

活 動 地：東京都武蔵野市 

活動分野：文化・アート・スポーツ 

16,583 

文化会美術部 

4 Ａ 

輪島市を中心とした能登半島全域に

おける柔軟な復興活動 
日  程：2026年 3月 9日(月)～11日(水) 

活 動 地：石川県輪島市 

活動分野：災害・防災 

295,900 
成蹊大学ボランティア本部 Uni. 

復興支援プロジェクト 

計 994,963 

※種類…（Ａ種）社会貢献、地域貢献に関する活動、（Ｂ種）学術的な調査研究活動

66  学学内内募募金金活活動動実実績績 

名称 募金期間 募金金額（円） 

「災害ボランティア・NPO 活動サポート募金」 10 月 20 日(月)～10 月 31 日(金） 35,293 

※ボランティア支援センターに募金箱を設置し、期間終了後、全額を社会福祉法人中央共同募金会に寄付

77  刊刊行行物物一一覧覧  
 『ボランティアハンドブック 2025「何かやってみたい！！」そんなあなたへ』

2025年 4 月１日発行

88  報報道道等等採採録録  

成蹊大学社会活動支援奨学金受給団体（はなおもい）の活動がメディアに取り上げられました。 

■東愛知新聞 2025年７月 24日掲載

「若い視点で探る菊の可能性」東京の成蹊大で特別講義が盛況 田原の農家と学生コラボ 

■花卉園芸新聞 2025年 8月 15日掲載「キク生産者の講義関心」成蹊大学の学生が招く

学生ボランティア団体サポート制度登録団体である、お芋掘りサークルの活動が関東農政局ホーム

ページで紹介されました。 

■関東農政局「農業・農村に関する活動を行っている大学生の紹介」成蹊大学～さつまいもって最高、お芋

掘りサークル～

https://www.maff.go.jp/kanto/kikaku/uc/daigakusei_katsudo.html 2026年 3月 31日閲覧
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